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地理学に役立つパソコンソフ ト案内

主題図作成 ･分析支援ソフ ト ｢MANDARA｣

近年,地理情報システムが話題となって

いるように,地理学-のコンピュータの導

入が進んでいる｡とくに,個人で自由に使

えるパソコンは性能が飛躍的に向上 し,そ

のうえ安価になってきており,多 くの方が

ワープロ,表計算,データベース,図表作

成などのソフトを′ヾソコンで使っておられ

るのではないだろうか｡ただ,こうしたな

かで,地理関係者にとって重要であるはず

の地図表現に関 しては,いまだに手作業で

行うことが多いのが現実であろう｡

例えば,一つの主題図を作ろうとする場

合,データを収集 した後,数値をしっかり

と読みとって階級区分値を決め,分析の仕

上げとして最後に白地図にスクリーントー

ンを貼って完成させるということになる｡

このような,データ入力-分析-地図化,

という過程は一見普通のことであるが,分

布パターンが問題とされることの多い地理

学にとっては,データ入力一一地図化-分析

-地図化,といったほうが望ましい｡この

ような,主題図を見つつ分析を行い,さら

に主題図を描き直すという作業で必要とな

ってくるのが,入力したデータを即座に地

図化 してくれるソフトであろう｡

この種の主題図作成のためのソフトは従

来からあるが,あまり普及 していないとこ

ろをみるといくつか問題があるようである｡

まず,非常に高機能であるために,特別な

入力機器が必要になり,個人で使用するに

はあまりに高価になってしまうことがあげ
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られよう｡また逆に,地図が単なる絵の一

部として扱われるために,区分値の変更な

どができない場合 もある｡ このような,

｢花子｣に代表されるお絵かきソフトを使

った主題図作成は,作業としては手作業と

大きな差はないといえる｡

そこで筆者は,操作の簡便さ,汎用性の

高さ,また実用に耐え得る地図表現を重視

した主題図作成お よび分析支援 ソフ ト

｢MANDARA｣を開発 した｡現在ほほ実用

段階に達 したと思われ.名古屋大学地理学

教室の学生が レポー トや卒論作成に使用 し

ている｡以下,このソフトの概要を若干紹

介していきたい｡

まず,このソフトの特徴は,データの入

力をすべてほかのソフトで行うということ

である｡それには,Lotus卜2-3のような

表計算ソフトが最も適 しているが.ワープ

ロでも桁をそろえて入力すれば使用できる｡

とにか く,縦方向に地域名,横方向に人口

や面積などの属性をいれた,いわゆる地理

行列を,テキス トファイルで保存できれば

よいのである｡そうして作成されたデータ

を読み込めば,すぐさまそのデータを地図

化 して画面やプリンタに出力することがで

きる｡

地図化に際して,さまざまな表現方法が

あるが,MANDARAでは-ッチによる区

分,円や棒など5種類の表示方法が選択で

き,さらに階級区分や-ッチパターンの変

更も自由自在である｡基になる地図には線
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ごとに属性がつけられているため,都道府

県境を点線にして表示することも可能であ

る.また,観測地点ごとの降水量のような,

面的な広が りのか ､データについても地図

と重ねて表示できる｡地図出力に関 しては,

カラーのほうが見た目はきれいなのだが,

実際に論文の原図にしたり,コピーしたり

するとなるとかえって負担となるため,す

べてモノクロ表示 とした｡プ リンタには

B6からB4サイズまで4種類の大きさ,

精度で出力することができる｡出力にはプ

リンタのほかにもXY プロッタが考えら

れるが,必ず しも広 く普及 していないこと

千,塗 りつぶ しには非常に不利である,な

どのために MANDARA では対応 してい

ない｡

また,MANDARAは主題図作成機能だ

けでなく,次のような各種分析機能を有 し

ている｡①データ間で相関図を描き,回帰

分析を行って回帰線を引く,②相関行列の

作成,③重回帰分析,④ローレンツ曲線の

表示とジニ係数の算出.⑤最大 6次までの

地域傾向面分析,⑥標準偏差楕円の計算と

表示,などである｡これらの分析で算出さ

れる期待値や残差はす ぐに地図化 して表示

することができる｡また,データの標準化

や対数変換,データ間での加減乗除といっ

た演算機能も有 している｡地図を表示 した

際には,二点間の直線距離を求めたり,同

心円を措いて円内に含まれるデータを拾い

出したりすることもできる｡

このように機能を羅列 していくと,複雑

でわかりにくく思われるかもしれないが操

作は,表示されるメニューをマウスで選択

していくだけであり,きわめて容易である｡

｢パソコンのソフトは一太郎 とLotusト2-

3しか使ったことがない し,MS-DOSの

コマンドなど一つも知らない｣という人で

ち,MANDARAを使いこなすことはなん
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ら困難なことではない｡
MANDARAの地図データの形式は,線

ごとに座標を記憶 し,線の組み合わせで面

を形作る,いわゆるベクター型である｡こ

の種のベクター型のデータ形式のソフトで

は,面積や周囲の長さの計測が容易である

反面,地図の入力が大きな問題となってく

る. しか し,MANDARAではイメージス

キャナを入力器機として用いることできわ

めて容易なものとなり,200 個ほどのポリ

ゴンをもつ地図データでも半日程度で入力

することが可能である｡なお,イメージス

キャナがないような場合でも,少々面倒で

はあるが方眼紙から座榛を読みとることに

よって地図データを作成することができる.

なお, このベクター型 デー タを扱 う

MANDARAのほかに, ラスター型デ-タ

(メッシュデータ)を扱 う MANDARA-

MESH.また,大魚のポーリング資料を整

理 して柱状図を描 くための MANDARA-

BOREの二つの筆者作成のソフトが名古

屋大学地理学教室でレポー トや卒論作成に

利用されている｡これらのソフトの操作は

MANDARA と共通 した部分が多いが,秤

しい紹介はまた別の機会としたい｡

最後に,MANDARA に必要な機器と動

作環境を以下に示す｡

本体 :PC-9801シリーズ (VM 以降の機

種でメモリ640kbyle以上)

周辺機器 :マウス

プリンタ (PCIPR201, MN-9950,

EPSON系)

イメージスキャナ (PC-1N502)

使用 言語 :MS-m S 版 N88 日本語

BASICコンパイラ

たにけんじ･1971年愛知県生まれ｡現在,名古
屋大学大学院文学研究科地理学専攻博士課程在
学中｡


